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再び蘇る日本橋 

1964 年、先回のオリンピック開催に当たって、急遽、日本橋の上に架けられた首都高速道路。当

時の高度成長を背景に、国を挙げての整備だったが、その後の社会情勢から、日本の誇る江戸時

代からの伝統の名橋の景観を著しく損ねるとして、撤去のための署名活動が行われ、2019 年に

国会で撤去が承認された。 

  

江戸の伝統文化は立派な資産 

地下鉄日本橋駅の地下道には、江戸時代華やかなりしころ、名店が立ち並んだ状況を伝える絵巻

物風の常設展示がされており、いかに日本橋界隈が賑わっていたかを伝えている。 また、日本橋

は日本全国に張り巡らされた交通の動脈としての五街道の起点でもある貴重な存在でもある。 

  

そこで登場したのが、現在の 23 区の地図をもとに、たちまちにして江戸時代にトリップできるア

プリが、既に 2 年近く前に江戸時代に精通した専門家の集団によって実現している。現代地図、

航空写真は Google マップを活用し、スマホで瞬時に切り替える仕組みで、アプリの名前は、「大江



戸今昔めぐり」。この注目のアプリを活用して、まさに五街道をたどる全国の今昔めぐりを計画

し、観光産業の復活の原動力にするのはいかがだろうか‼ 

  

江戸時代には 300 の藩と城に拠って独自の文化経済間圏を構成 

地方の活性化が叫ばれて久しいが、さしたる成果は上がっておらず、GoTo トラベルなどのキャン

ペーンで疲弊してしまった地方の再生に躍起になっているが、復活の決め手に乏しいのが現状で

ある。それはかつての藩を中心にした伝統文化を資産として見逃していることに起因すると思わ

れる。疲弊しきった姿の地方には観光の視点から魅力が乏しいのは、誰の目にも明らかである。 

 

それに比べ、江戸時代に築かれた各藩独自の伝統や文化は、観光の視点から見ても立派な資産で

あり、現に海外からは、富士山、芸者、そして忍者は知れ渡っており、日本への憧れと化している

のが現状‼。 

 

ところが、日本を紹介するのに相変わらず、美術館や博物館だと、頑固にこだわり続けているの

が現実！これではいつまでもたっても世界に通用する観光立国にはなれない。日本にしかない独

自の文化資産を全く生かしてないからである。 

  

そこで、日本の観光資源は江戸時代に集約した各藩の領地を再現して、現在と江戸時代を行き来

するアプリの開発と活用を具現化し、地方の活性化に効果を発揮する観光政策が求められてお

り、効果が期待できる。具体的には 300 の藩を約 10 位の地域ブロックに分けて、地域内での観

光を活発にする構想である。訪れた観光客は独自の伝統文化に触れ、再度の観光が期待でき、リ

ピート客が増えていく！ 

 
各国独自の歴史遺産が決めて‼ 

私たち日本人が歴史の中でも、とりわけ江戸時代に愛着がある。NHK の大河ドラマも江戸時代に

スポットを当てたものが多い！来年は静岡県の駿河が舞台となり、徳川の時代から明治への転換

期を、渋沢栄一を中心にシリーズ化が予定されている。 


